
今年も１１月３日文
化の日に鹿島小・中・
地域合同の文化祭が行
われました。小学生の
太鼓で幕が開き，多数
の演技が行われ会場は

週１回を目標に更新しています。熱気に包まれました。
是非，のぞいてみてください。周りの上：弁論，英語発表

方にも紹介ください。学校の様子や右：鹿島太鼓

留学生情報も掲載していますよ｡下：創作劇

地域がはぐくむ「かごしまの教育」県民週間
今年度は，１１月４日を学校開放

日と設定し，それぞれ
の教科で参加型の授業
を展開しました。たく
さんの方，とは言えま右：鹿島太鼓(年の舞)

せんでしたが，参加頂右奥：リコーダー演奏

いた方には授業に参加
中学生は 弁論・英語発表 創作劇 リコーダーアンサンブル していもらったり記念のポスターを差し上げ， ， ， ，

鹿島太鼓で会場を沸かせました 特に ３年生が行った 年の舞 りしてしました。来年も実施しますので，た。 ， 「 」
は劇的な要素も含んでおり，特に注目を浴びていました。 くさんの方の来校をお待ちしています。

合同の文化祭をとおして 下学年は上学年に対する あこがれ (人権の花：ひまわり)， 「 」 北朝鮮人権侵害問題啓発週間
を強くもったと感じます。そのあこがれが，伝統を支えているの 北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民の認識を深め
だと実感した１日でした。 るとともに，国際社会と連携しつつ北朝鮮当局による人権侵

害問題の実態を解明し，その抑止を図ることを目的として定
来校された方が口々に「花 められた法律を受けて，毎年１２月１０日から同月１６日ま

先週，教員全員が自分の授業 がきれいですね 」と言われ でを「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」と決めたようです。私。
を他の先生に見てもらう場を設 ます 主事さんが種から育て たちもこのことを重く受け止め，この問題だけでなく一人一。 ，
定しました。現在研修を進めて それを時には生徒も花壇に植 人の人権について考えてみましょう。
いる表やグラフ，写真のよさを えています。 (左：レッドリボン)世界エイズデー

昨年度から本市内で本格実施された小中一貫教育。その 生徒に感じさせるためにどうす 次は３・４ １２月１日の世界エイズデーは，世界規模でのエ
研究や実践の内容を他の地区の方に紹介する会が，来年１ ればよいかを，全員で考えるた 月が一番の見 イズ蔓延の防止，エイズ患者や 感染者に対すHIV
月２０日に行われます。 めに実施したのです。 所です。 る差別･偏見の解消を目的とし世界保健機関により

当日は，授業を見るために他の地域からも参 生徒に力を付け 定められた日です。エイズに感染しているという
観者が来られます。保護者の方・地域の方にも るため，教職員一 ことで差別されることがないよう，正確な知識を
是非参加して頂きたいと思います。よろしくお 人一人が努力して 身に付け，エイズによる差別，ひいては一人一人
願いします。 います。 の人権について考える機会としましょう。

小・中・地域合同文化祭

霜月鹿島中学校だより

和・輪・我
平成２２年１１月発行

薩摩川内市立鹿島中学校

２学期の反省をしっかり行い，冬休みの計画を立てる。

一事徹底事項 ○ 冬休みの生活・学習計画を立てる。

○ 清掃を徹底し校内美化に努める。

１２月の生活努力目標
現時点での予定です

○ １日(水)：期末テスト(～１２ ３)/
○ ６日(月)：北朝鮮人権侵害問題啓発週間(～１０日)

○ ７日(火)：生徒会活動の日(特別校時)

○ ８日(水)：三者面談(３年生，～１０日) 校内マラソン大会

○ ９日(木)：授業参観・学級ＰＴＡ

○１３日(月)：図書返却期間（～１６日）

○１５日(水)：子ども会親と子の会(予定)

○１６日(木)：納金日

○１７日(金)：夜回り

○２０日(月)：冬季休業図書貸し出し(～２４日)

○２３日(水)： 天皇誕生日

○２４日(木)：大掃除，終業式
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全員で授業実践

小中一貫教育研究発表会

地域の方の参観
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甑島と平家落人伝説に思う
校長 河野通芳

国語の学習で この時期に古典を学習します 枕草子 奥， 。「 」「

の細道」などいろいろな古典に親しみ，古人の文化や考え方

「枕草子 「平家に触れる機会になります。特に２年生では 」

物語 「徒然草 「漢詩～春暁，絶句」といった，古今の」 」

名文が並ぶので，是非，暗唱できるぐらいじっくり学ん

で欲しいと思います。

古典の学習で，甑島とつながりがあると言えば「平家

物語」だと思います。日本全国に平家の落人伝説はあり

， 。ますが ここ甑島にもいくつかの伝説が残されています

「下甑郷土誌」には 「昔平家の残党が甑島に落ちの，

びてきて、手打の上の峠にきて、これは結構な場所が見

つかったといって手を打って喜んだ とあり これが 手」 、 「

打」の名の由来とされています。また，平家の落人が今

の手打港あたりの海岸に漂着したとき、その美しい白い

砂浜を目にして「ここはいいところだ」と手を打って喜

んだ、とも伝えられています。温暖な気候と美しい景観

に恵まれた手打ならではの伝承だと思います。

鹿島村にも平家縁の姓である「梶原」姓が多いことか

ら，古の平家の人々につながる伝説がまだ隠されている

のかもしれません。はるか源平の時代に思いをはせなが

ら，この甑島もその舞台につながりがあると思うと，違

った意味で親しみがわいてくると思います。残された晩

秋を時期を，楽しく古典を学習していってもらいたいと

思います。

花いっぱい 鹿島中


